
円 円

( 1,023,116,483 ） ( 724,356,682 ）

 流   動   資   産 1,002,161,952  流   動   負   債 724,356,682

現 金 及 び 預 金 4,958,592 買 掛 金 143,850,564

売 掛 金 280,905,912 短 期 借 入 金 400,949,252

原 材 料 2,860,555 未 払 金 3,393,912

仕 掛 品 679,062,713 未 払 費 用 77,541,724

繰 延 税 金 資 産 28,293,559 未 払 法 人 税 等 92,860,400

未 収 入 金 8,327,868 役 員 賞 与 引 当 金 5,480,000

貸 倒 引 当 金 2,247,247△     そ の 他 280,830

 固   定   資   産 20,954,531

有 形 固 定 資 産 14,848,087 ( 298,759,801 ）

機 械 及 び 装 置 13,276,432  株　主　資　本 298,759,801

工 具 器 具 備 品 1,571,655 50,000,000

投資その他の資産 6,106,444 248,759,801

長 期 前 払 費 用 229,444 利 益 準 備 金 8,000,000

敷 金 保 証 金 5,867,000 そ の 他 利 益 剰 余 金 240,759,801

そ の 他 10,000 繰 越 利 益剰 余金 240,759,801

1,023,116,483 1,023,116,483合 計 合 計

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

（  純　資　産  の  部  ）

資 本 金

利 益 剰 余 金

貸   借   対   照   表

資 産 金 額 負 債 及 び 純 資 産 金 額

（平成２０年３月３１日現在）

株式会社九州ダイフク



１．重要な会計方針に係わる事項に関する注記

（1）資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のあるもの 期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法

により処理し、売却原価は、移動平均法により算定）

時価のないもの 移動平均法による原価法

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法

個別法による低価法　但し、原材料は移動平均法による低価法

（2）固定資産の減価償却の方法

有形固定資産 定率法

但し、平成10年4月1日以降取得した建物（建物附属設備を除く）については定額法

無形固定資産 社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法

（3）引当金の計上基準

貸倒引当金 貸倒引当金は債権の貸倒れによる損失に備えるため法人税法に定める限度額のほか、

債権の回収可能性を検討して見積計上しております。

役員賞与引当金 役員賞与の支給に備えて、当事業年度における支給見込額を計上しております。

（4）その他計算書類の作成のための基本となる重要事項

① リース取引の処理方法

      リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に

   係る方法に準じた会計処理によっております。

② 消費税等の会計処理の方法

      税抜方式によっております。

（5）会計方針の変更

減価償却方法の変更

　法人税法の改正に伴い、当事業年度より、平成19年４月１日以降に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に

基づく減価償却の方法に変更しております。なお、この変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。

　(追加情報)

　法人税法の改正に伴い、平成19年３月31日以前に取得した資産については、改正前の法人税法に基づく減価償却の方法の

適用により取得価額の５％に達した事業年度の翌事業年度より、取得価額の５％相当額と備忘価額との差額を５年間にわたり

均等償却し、減価償却費に含めて計上しております。なお、この変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。　 　

２．株主資本等変動計算書に関する注記

当該事業年度の末日における発行済株式の数 1,000 株

３．その他の注記

該当事項はありません。

個 　別 　注 　記 　表

株式会社九州ダイフク


